
群馬県立安中総合学園高等学校 定時制課程 

住所 〒379-0116 群馬県安中市安中１－２－８ 

電話  027-381-0666 FAX  027-382-7207 

＜学校の目標・校訓＞ 

こころざしを常に高くもち、地域社会さらには国際社会で活 

躍できる人間を育てる。 

「軒昂な意気」「深遠な叡智」「個性の光輝」 

 

  この校訓には、意気高く奮い立ち、自らの夢を追い求め、すぐ 

 れた智恵をはぐくみ、心と技を磨き、輝いて欲しいという思い 

 が込められています。これを実現させるために、気持ちよいあ 

 いさつが飛び交う学校、校内規律が自然に守られる学校、学習 

やスポーツ活動に全力で取り組む学校を目指し、日々教育活動 

を展開しています。 

＜学校の沿革＞ 

 平成２０年４月１日 群馬県立安中総合学園高等学校に定時制課程（普通科）を開設する。 

＜設置科の特色＞ 

１ 在校生数（令和８年５月１日現在）                              

 

 

 

 

学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 合 計  

 

 

 

男 子 ４ ２ ７ ４ １７ 

女 子 ５ ５   ２ ２ １４ 

合 計 ９ ７ ９ ６ ３１ 

 

２ 通学区別生徒数（令和８年５月１日現在） 

 

 

 

 

市町村 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 合 計 割 合  

 

 

 

安中市 ６ ４ ５   ５ ２０ ６６.６％ 

高崎市 ３ ２ ４ １ ９ ３０.０％ 

その他   ０ １ ０ ０ １ ３.３％ 

 

３ 教育課程の特色 

(1) 授業では少人数であることの利点を生かし、個々の生徒の実態に合わせて先生方が丁寧に指 

  導してくれます。また、上級学校への進学を目指す生徒には個別指導を行っています。 

(2) 実社会で必要とされる基礎学力の習得に重点を置くとともに、情報化社会に対応するため、 

  コンピュータの実習をする「情報」の学習が、１学年から４学年の４年間開設されています。 

(3) 平成２６年度から４学年において、学校設定科目「ヒューマンリレーション」を開講し、よ 

りよい人間関係づくりのために実践的な発想とスキルを学んでいます。 

＜学校の特色＞ 

・各学年１学級（定員40名）で男女共学です。昼間は仕事をしている 

生徒もいます。大学や専門学校等の進学を希望する生徒もいます。 

・授業は、夕方の５時30分から８時55分まで45分×４校時で行われ 

ます。１校時と２校時の間にＳＨＲがあります。 

＜部活動＞ 

   放課後の活動時間は30分程度であり、競技 

会に参加する部活動もあります。昼間部の生徒 

と一緒に練習している剣道部の生徒や放課後に 

体育館でバドミントン・卓球の練習をする生徒 

もいます。今年度は剣道と卓球で、全国大会に 

出場します。 

〈 入学式 〉 



＜主な学校行事＞ 

生活体験発表会、校外学習（日帰りバス旅行）、保護者やＯＢとの交流会、ボーリング大会、校

内球技大会（５月バドミントン、３月卓球）等の特色ある学校行事があり、生徒一人ひとりの個性

が発揮されています。このような行事の取り組みを通して、生徒間はもとより、教師と生徒のコミ

ュニティーが構築されています。  

 生活体験発表 〉         〈 校外学習 〉        〈 OB交流会 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 西毛地区体育大会 〉   〈 ボーリング大会 〉          〈 卒業式の写真 〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜進路＞ 

・令和５年度卒業生７名 

   新規就労者４名、進学１名（専門学校１） 

・令和６年度卒業生４名 

   新規就労者２名 

・令和７年度卒業生４名 

   新規就労者３名、進学１名（専門学校１） 

＜入試について＞ 

  ・定時制選抜試験（２月１６日） 

  ・再募集（３月１６日） 

  ・追加募集（３月２６日） 

  ※ 令和８年度群馬県公立高等学校入学者選抜実施要項を基準とします。 

＜通学方法＞ 

  学校の所在地は、ＪＲ安中駅から自転車で２０分程の所です。 

  ・自転車、電車、送迎、その他 

  ・原動機付き自転車、自動車は許可車に限り、車両通学許可証が必要となります。 

＜定時制の利点＞ 

(1) 在籍者が少ないので、学習や進路について十分な個別指導が受けられる。 

(2) 先生と生徒は非常に親しみがある。 

(3) 生徒同士は非常に仲がよい。 

(4) １年生から４年生まで一緒に活動できる。 

(5) 昼間の時間で働くことができる。 


